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同期・非同期神経活動の安定性に対する細胞膜特性の影響 

–大脳基底核・淡蒼球神経活動のモデル解析– 
 
 

運動中枢の１つである大脳基底核では、正常時と運動障害をもたらす代表的疾患で

あるパーキンソン病時の間で神経活動パターンが大きく異なり、運動機能と神経活動

の密接な関係が知られている。この神経活動パターンの遷移は、大脳基底核を構成す

る神経核であり、互いに神経結合をもつ視床下核−淡蒼球外節で特に顕著である。この

正常時活動から病変時活動への遷移には、抑制ニューロンである淡蒼球外節ニューロ

ンからの強い抑制に誘発される視床下核ニューロンのリバンドバーストが関与してい

ると考えられているが[1]、淡蒼球外節由来の強い抑制が生じる機構についてはまだ分

かっていない。 

本研究では、淡蒼球神経回路の同期活動が強い抑制をもたらすと想定し、神経活動

の同期・非同期活動の安定性について、数理モデルを用いて解析を行った[2]。淡蒼球

ニューロンのように自律活動するニューロンは、非線形振動子として捉え、その活動

を位相のダイナミクスとして低次元化することが可能であり、活動は素子そのものの

応答特性である位相応答曲線と素子間の相互作用の特性で決定される。ここでは、淡

蒼球ニューロンに発現するイオンチャネルの強度を変化させた場合の位相応答曲線の

変化とそれに伴う同期活動の安定性の変化について解析を行った。その結果、特定の

組み合わせのチャネルを変化させた場合に活動状態が変化することが分かった。  
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